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クラウドサービス連携で

セキュリティ・バックオフィス業務を自動化

Microsoft 365 利用状況とセキュリティリスクの見える化を支援

2022年10月3日

エムオーテックス株式会社 プロダクトマーケティング課

※ 一部実装予定の機能があります。

※ 本資料で表記している価格はすべて税抜き価格です。
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会社概要

会 社 概 要
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代表取締役社長 宮崎 吉朗

設 立 1990年7月

従 業 員 数 413名（2022年4月現在）

株 主
京セラコミュニケーションシステム株式会社

（2012年から資本参加）

事 業 内 容
自社製品の開発・販売、サイバーセキュリティのコンサ

ルティング・ソリューション導入・運用監視サービス
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NMF博多駅前ビル2階

長 崎
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長崎県長崎市出島町1-41

クレインハーバー長崎ビル3F
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LANSCOPE シリーズを通して、お客様の “Secure Productivity”（安全と生産性向上の両立）を支援

エンドポイント管理ツール 組織の IT 資産管理・内部不正対策・外部脅

威対策をオールインワンで対応可能です。

オンプレミス版、クラウド版を用意し、ク

ラウド版では PC 管理に加えてスマホ管理

も実現します。

業界最高峰の

AI アンチウイルス AI を活用したアンチウイルスで、未知・亜

種のマルウェアからデバイスを防御します。

高 性 能 な エ ン ド ポ イ ン ト セ キ ュ リ テ ィ

「CylancePROTECT」「DeepInstinct」を

MOTEX が提供する安心サポートで導入でき

る Managed サービスです。

Microsoft 365 の情報漏えい対策

Microsoft 365 の

監査ログを取得・

整形しレポート化。

情報漏洩などのイ

ンシデントに繋が

る操作を把握でき

ます。また、様々なクラウドサービスと連携す

ることで複雑な業務を自動化し、ユーザー自身

が課題を解決できる最適なフローを提供します。

PC・スマホのリモートサポート

遠隔地にあるサー

バーや PC、スマ

ホへの「リモート

操 作 」 「 画 面 共

有」を実現する企

業向けのリモート

コントロールツールです。オンプレミス版、ク

ラウド版から選択して導入できます。

コンサルティング・ソリューション導入、運用監視支援

サイバーセキュリ

ティのさまざまな

領域に対し、 「診

断・コンサルティ

ン グ 」 「 対 策 」

「監視」という

3つの観点で、リスクアセスメントを含むコン

サルティング、対策導入、運用までのトータル

セキュリティソリューションを提供します。

MOTEX Products・Service
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1. LANSCOPE セキュリティオーディター 概要
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3つの課題：現状把握・ルールの通知・問い合わせ対応

現状把握・ルールの案内ができない、そのために問い合わせが増えてバックオフィスの業務量が減らない・・
● ● ● ●

1.ルール浸透のチェック

勤怠入力の通知

2. 従業員への通知 3. 問い合わせ対応

ワークフロー確認の通知

稟議申請方法 / 経費精算締日の通知

セキュリティルール違反の通知

対応方法についての問い合わせ増加

多人数からの重複した質問

突発的な対応でコア業務に注力できない

勤怠の打刻漏れ

未承認のワークフロー

稟議・経費の申請状況

やってくれ

てるかな・・
お願いします！

何回目だろう

この質問・・

こういう時

どうすれば良い？

セキュリティルール違反 問い合わせ対応業務の属人化
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LANSCOPE セキュリティオーディター が3つの課題を解決

サービス連携で 現状把握・ルールの通知・問い合わせ対応 を自動化！

「まだ、やってくれていない・・・」「また、言わなきゃいけない・・・」「また、この問い合わせか・・・」こんなお悩みを解決します

問い合わせ対応

FAQ ボット機能で、

問い合わせ対応の自動化

ルールの通知

通知機能で必要な案内・連絡業務を

担当者に代わり、ボットが自動通知

現状把握

Microsoft 365 の利用状況と

セキュリティリスクを見える化
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LANSCOPE セキュリティオーディター 全体像

クラウドサービス連携

利用状況の把握 / 従業員への通知

通知ボット

連絡業務の自動化

FAQ ボット

問い合わせ対応の自動化

ビジネスチャット連携

Chatwork

Google Chat

LINE WORKS

Microsoft Teams

Slack

従業員は、日々利用している

ビジネスチャットから課題を解決

管理者に代わって、

LANSCOPE セキュリティオーディター が

業務を自動化

こういう時

どうすれば良い？

従業員

あ、これやったら

ルール違反なのか

気をつけよう・・
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LANSCOPE セキュリティオーディター ライセンス体系・利用料金

無料体験版

まずは無料でお試し！

60日間/50ユーザーまで
ライト or ベーシックへの移行が可能です。

¥ 0

FAQ ボット

FAQ ボット 活用促進

ダッシュボード

LANSCOPE エンドポイントマネージャー
クラウド版 連携

KING OF TIME 連携

Garoon 連携

Microsoft365 連携

通知（システム連携通知・テキスト通知）

ライト

導入後、ライトからベーシックへの

アップグレードが可能です。

¥ 100/ユーザー（月額）

FAQ ボット（1個まで作成可能）

FAQ ボット 活用促進

ダッシュボード

LANSCOPE エンドポイントマネージャー
クラウド版 連携

KING OF TIME 連携

Garoon 連携

Microsoft365 連携

通知（システム連携通知・テキスト通知）

ベーシック

導入後、ベーシックからライトへの

ダウングレードはできません。

¥ 300/ユーザー（月額）

FAQ ボット（最大5個まで作成可能）

FAQ ボット 活用促進

ダッシュボード

LANSCOPE エンドポイントマネージャー
クラウド版 連携

KING OF TIME 連携

Garoon 連携

Microsoft365 連携

通知（システム連携通知・テキスト通知）

※ 5ライセンスからお申し込み可能。ライトとベーシックの混在はできません。また1契約あたり30,000円の初期費用が必要です。
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ライセンス概要

Microsoft 365 連携機能は、LANSCOPE セキュリティオーディター ベーシックライセンスにて Microsoft 365 システム連携、

及びユーザー登録を行うことで利用できます。本機能は利用ユーザー数分のライセンスが必要です。

利用ユーザーは Microsoft 365 からエクスポートしたユーザーの中から任意のアカウントを選択できます。

※ LANSCOPE セキュリティオーディター 1環境（契約）のなかで、Microsoft 365 を利用するユーザーと、チャットボット機能を利用するユーザーが混在する場合、

ベーシックライセンスは、Microsoft 365 のログ管理機能とチャットボット機能を利用するユーザーが異なる場合、それぞれライセンスが必要です。

（例）サポート部でチャットボット機能を100L、営業部・マーケティング部で Microsoft 365 連携機能を各100Lずつ利用する場合、

300Lのベーシックライセンスが必要になります。

※事前に Microsoft Teams との連携を実施していても、Microsoft 365 と連携する手順が必要です。

１. Azure Active Directory 
管理センターからユーザー情報を

エクスポートする

2. 登録したいユーザー分に
加工したCSVを LANSCOPE 
セキュリティオーディターに

インポートする

3. ユーザー登録完了

●LANSCOPE セキュリティオーディター と
Microsoft 365 の連携方法
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ユーザータイプとは

LANSCOPE セキュリティオーディター ではユーザーを4タイプに分けて表示しています。「メンバー」に該当する監査ログの内、

LANSCOPE セキュリティオーディター のユーザーとしてライセンスが付与されていない場合は、

取得したログを管理コンソール反映しません。

ゲストユーザー、匿名ユーザー、システムのログは自動的に取得され、管理コンソールに反映されます。

タイプ 詳細

メンバー Microsoft 365 の利用登録時の管理者（ Microsoft 365 契約者）のメールアドレスと、同じドメインを持つ

ユーザーがメンバーにあたります。

ゲストユーザー Microsoft 365 の環境に招待されており、メンバーとは異なるメールアドレスを持つユーザーがゲストユーザーに

あたります。

匿名ユーザー 「UserId が anonymous で始まる」「UserId が urn:spo:anon# で始まる」場合、匿名ユーザーにあたります。

（例）Microsoft 365 にログインしていない場合や、 連携したテナント以外の Microsoft 365 にログインしてい

る場合など

システム 「UserId がメールアドレス形式ではない」「Microsoft 365 内部通信とみなされるもの」などがシステムログに

あたります。
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LANSCOPE セキュリティオーディター 機能一覧

ライセンス体系 機能

ライト ベーシック 機能名 概要

1個 5個 ボット作成可能数 最大5つまでボットを作成できます。「情シスボット」「Microsoft 365ボット」など役割に応じてボットを分けて運用できます。

● ● FAQ ボット 従業員からよく受ける質問をボットが自動回答。また一般的に使われる FAQを 150 種類以上プリセットしています。

● ● 活用促進機能 定期的に、利用頻度の高い FAQ を一覽で通知できます。

● ● ダッシュボード FAQ ボットの利用数・利用状況をランキング形式で確認できます。

● ● FAQ ボット利用ログ FAQ ボットの利用状況を一覽でエクスポートできます。

ー ● 通知ボット 通知したい内容を、スケジュールに応じて自動で通知できます。また連携システムに準じて通知することもできます。

● ●

システム連携：

LANSCOPE エンドポイントマネージャー

クラウド版

LANSCOPE エンドポイントマネージャー クラウド版と連携し、紛失した本人または管理者がデバイスの紛失対応や

パスワードリセットを実行できます。

ー ● システム連携：KING OF TIME KING OF TIME と連携し、勤務実績、勤怠打刻漏れ、残業申請漏れを利用者に通知できます。

ー ● システム連携：Garoon Garoon と連携し、当日のスケジュール、確認待ち/回覧のワークフロー一覧を通知できます。

ー ● システム連携：Microsoft 365 連携 Microsoft 365 と連携し、活用状況やルール違反をレポート化。違反操作があった場合には利用者に通知できます。

LANSCOPE セキュリティオーディター の FAQ ボットの利用には Chatwork / Google Chat / LINE WORKS / Microsoft Teams / Slack のいずれかのビジネスチャットとの

連携が必要です。
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2. LANSCOPE セキュリティオーディター 機能紹介

Microsoft 365 連携で実現する利用状況の見える化

システム連携でバックオフィス業務の自動化を加速

通知ボット（連絡業務の自動化）

FAQ ボット（問い合わせ対応の自動化）
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2. LANSCOPE セキュリティオーディター 機能紹介

Microsoft 365 連携で実現する利用状況の見える化

システム連携でバックオフィス業務の自動化を加速

通知ボット（連絡業務の自動化）

FAQ ボット（問い合わせ対応の自動化）

本機能を利用するためには、Microsoft 365 または Office 365 の下記いずれかのプランである必要があります。

・Microsoft 365 Business Basic（一般法人向け 300L未満）

・Microsoft 365 Business Standard（一般法人向け 300L未満）

・Microsoft 365 Business Premium（一般法人向け 300L未満）

・Microsoft 365 E3（大企業向け 300L以上）

・Microsoft 365 E5（大企業向け 300L以上）

・Microsoft 365 F3（現場担当者向け）

・Office 365 E1（企業向け）

・Office 365 E3（企業向け）

・Office 365 E5（企業向け）
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クラウドサービスの利用が加速
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クラウドサービスの利用は全体の7割近く
利用用途は、ファイル保管・共有・メールなど

情報のやり取りの多くがクラウドで
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組織における営業秘密管理の状況

多くの企業で採用されるクラウドサービスも、秘密情報を扱う場合の対策は未導入という状況

参照：IPA『企業における営業秘密管理に関する実態調査2020（2021.3.18）』より

https://www.ipa.go.jp/files/000089191.pdf

32.6%

導入

67.4%
未導入

コラボレーションツールで

秘密情報を扱う場合の対策

17.7%

導入

82.3%
未導入

クラウドサービスで

秘密情報を扱う場合の対策

https://www.ipa.go.jp/files/000089191.pdf
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参考：クラウドサービスの利用に起因するインシデントの例

Microsoft 365 への不正アクセスにより、

口座情報等 9,000件以上の情報漏洩が発生

元従業員がクラウドストレージを経由して、

顧客リストを持ち出し

不正アクセスにより、従業員のアカウント情報が窃取され、

Microsoft 365 上に保存された 9,000件以上の口座情報

（取引先名称、住所、電話番号、代表者名、金融機関名、

口座番号、口座名義など）が流出。

不審なアクセスを検知後、直ちに不正アクセスの該当箇所

を特定し、グループ全従業員のアカウント情報の改廃やア

クセス制限の強化などの対策を講じた。

退職時、元従業員によって数千件の顧客リストの持ち出し

が発生。顧客からの問い合わせで、内部調査によって発覚。

同社は USB メモリ等の利用制御は行っていたが、顧客管

理システムのアクセス制御やクラウドストレージを経由し

た情報流出への対応は行っていなかった。
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Microsoft 365 の「監査ログ」

800程のチェックボックスがあり、

必要な項目を選択して、ログを確認

Microsoft 365 の監査ログを利用して、リスクの有無を判断し改善するサイクルを

回すのに工数がかかります。また Microsoft 365 E5 等のライセンスを契約してい

る場合、ポリシー設定やアラート通知を受け取れる「Insider Risk Management」

を利用できますが、ルールの浸透や管理者の負担を減らすことにはつながりにくい

ようです。LANSCOPE セキュリティオーディター はこれらの課題を解決します。

監査ログから確認できるものの、運用が難しい・・・
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Microsoft 365 コンプライスセンターでの監査ログは RecordType や UserType などの

各項目を Microsoft 公開情報と照合しないと読み解けない

Microsoft 365 の「監査ログ」

RecordType が８

UserType は４…

これだけでは何のログか

まったく分からない！
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Microsoft 365 連携

LANSCOPE セキュリティオーディター で “カンタン“ に利用状況とセキュリティチェックを可能に

Microsoft 365 の監査ログを活用して、組織内のルールの浸透をサポートします。

監査ログ

アラート通知

・組織外共有アラート

・キーワード共有アラート

・時間外操作アラート

・ゲストユーザー招待アラート

・未使用 IP 認証アラート※

・時間外認証アラート※

・連続認証失敗アラート※

見える化とルールの設定！ 通知でルールの浸透をサポート！

利用状況チェック

アラート設定

ユーザー

情シス

※実装予定の機能です。



© MOTEX Inc. 21

Microsoft 365 連携：機能一覧

機能 概要

ログ
監査ログ取得 Microsoft 365 の監査ログを、管理しやすいよう整形し管理コンソール上で確認できます。

ログ検索 ログの種類、アラート種別など条件を指定し、ログを抽出できます。

認証アラート

未使用 IP 認証アラート 設定した日数以上使用されていない IP アドレスよりログインが試行された場合に把握できます。

時間外認証アラート 指定した時間帯にログインがあった場合に把握できます。

連続認証失敗アラート 指定した回数以上、ログインの認証に失敗した場合に把握できます。

操作アラート

組織外共有アラート 組織外の不特定ユーザーにフォルダやファイルを共有した場合に把握できます。

キーワード共有アラート 指定したキーワードを含むフォルダやファイルを共有した場合に把握できます。

時間外操作アラート 指定した時間外にアプリの利用があった場合に把握できます。

ゲストユーザー招待アラート ゲストユーザーを招待した場合に把握できます。

アラート通知
管理者通知 アラート発生時、Microsoft Teams などビジネスチャットより管理者にアラート概要を通知できます。

本人通知 アラート発生時、Microsoft Teams などビジネスチャットより本人にアラート概要を通知できます。

レポート

アプリ利用状況 組織内・組織外のアプリの利用ユーザー数を把握できます。

共有リンク状況 組織外のユーザーに共有されたリンクの数などを把握できます。

アラート状況 操作アラートの状況をレポート形式で把握できます。

認証アラートは実装予定の機能です。
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取得できる主なログの一覧

種類 概要 対象アプリ

アカウント認証 アカウント認証 各アプリへのサインイン成功・失敗のログを取得できます。

AzureAD 設定

ユーザー設定 ユーザーの追加・削除やライセンスの割り当ての変更、パスワードの変更やリセットのログを取得できます。

グループ設定 グループ/メンバーの追加や削除、更新のログを取得できます。

ポリシー・ロール設定 デバイスアクセスポリシーの変更や管理者ロールの付与・剥奪のログを取得できます。

メンバー招待

Teams チーム設定 メンバーの追加・削除、チームの作成・削除や設定の変更、チームへのボットの追加・削除のログを取得できます。

SharePoint グループ設定 グループの作成・更新・削除、グループメンバーの追加・削除のログを取得できます。

SharePoint ・OneDrive 共有設定 共有への招待を作成・更新・取り消し・承諾・解除やサイトアクセス許可の変更ログを取得できます。

共有リンク操作

共有リンク発行 共有リンク（組織内/すべてのユーザー/特定のユーザー）・アクセス許可レベルの作成や追加・更新・削除のログを取得できます。

共有リンクアクセス アクセスの要求や更新・承諾のログを取得できます。

ファイル操作

ファイル操作 ファイルの閲覧・作成・削除、アップロード・ダウンロード、ファイル名の変更やフォルダー移動のログを取得できます。

ゴミ箱操作 フォルダー/ファイルの復元やゴミ箱からの削除のログを取得できます。

ラベル操作 ファイルに設定できる秘密度ラベルの追加・変更・削除のログを取得できます。

レコード操作 レコードの削除、レコードのロック・ロック解除のログを取得できます。

SharePoint 脅威検出 SharePoint ファイルでのマルウェアの検出ログを取得できます。

サイト操作

サイト操作 ページの閲覧・作成・変更・削除のログを取得できます。

ハブサイト設定 ハブサイトの登録や関連付け・関連付け解除、ハブサイトの登録解除のログを取得できます。

地域操作 地域管理者の追加や削除、データの場所の追加・削除のログを取得できます。

サイトコレクション操作 管理者の追加・削除・追加の要求のログを取得できます。
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監査ログ取得

Microsoft 365 の監査ログを 誰が見ても分かる よう整形し、管理コンソール上で表示

アラート + 前後のログ

01:21  茂礼手 太郎さんが「顧客名簿.xlsx」をアップロード

01:27  ゲストユーザーがアクセスできる共有リンクを作成 ★アラート

01:28  ゲストユーザー（kenta.uchida）が共有リンクを使用・アクセス

01:28  ゲストユーザー（kenta.uchida）がファイル名を「アクションプラン.xlsx」に変更

01:43  ゲストユーザー（kenta.uchida）がファイルをダウンロード

01:43  ゲストユーザー（kenta.uchida）がファイルを削除

誰が どのアプリでいつ 何をした
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レポート

アプリの利用状況やアラートの発生状況を “視認性”の良いレポートで見える化

※アカウント認証のアラートポリシーは実装予定の機能です。
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レポート：アプリ毎の利用ユーザー数

レポートのドリルダウンでアプリの利用ユーザー数や共有リンク数などの詳細を確認。

Click!!

誰が どのアプリを どのくらい

Click!!

どこに共有したのか
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レポート：操作アラート

従業員20名が利用ルールに違反している・・1click でアラート毎にルール違反が無いかひと目で把握！

Click!!

営業1課の MO一郎 さんで

3件のアラートが発生している！

組織外のユーザーに顧客一覧の

リストを共有している・・・



© MOTEX Inc. 27

アラート設定

● 組織外共有アラート

組織外にフォルダーやファイルを共有するリンクを

生成した場合にアラートにします。

“リンクを知っているすべてのユーザー“

で共有リンクを生成したらアラートに。

● キーワード共有アラート

指定したキーワードを含むフォルダやファイルを

共有した場合にアラートにします。

● 時間外操作アラート

指定した時間外にアプリの利用があった場合に把握

できます。

● ゲストユーザー招待アラート

ゲストユーザーを招待した場合にアラートにします。

● アラート通知

アラートが発生した本人や管理者に

ビジネスチャット宛にアラート内容を通知できます。
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2. LANSCOPE セキュリティオーディター 機能紹介

Microsoft 365 連携で実現する利用状況の見える化

システム連携でバックオフィス業務の自動化を加速

通知ボット（連絡業務の自動化）

FAQ ボット（問い合わせ対応の自動化）
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勤怠状況の通知
（KING OF TIME 連携）

従業員が残業時間や

勤怠申請の状況を認識できる

今月の残業時間は25時間です。

また勤怠打刻が終わっていま

せん。

連携

業務調整しないと・・

打刻もしないと！

グループウェアの通知
（Garoon 連携）

当日のスケジュールや

ワークフローの申請状況を通知

本日のスケジュールです。

9:00~10:00 会議

ワークフロー確認待ち：３件

資産異動申請

連携

ワークフロー

見落としていた！

確認しないと

システム連携

システム連携で情シス・総務のバックオフィス業務を自動化！

PC・スマホ 紛失対応
（LANSCOPE エンドポイントマネージャー

クラウド版連携）

紛失した本人または管理者が

いつでも紛失対応

スマホ紛失

スマホの位置情報を確認しまし

た。リモートロックまたはワイ

プを行いますか？

連携
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システム連携：機能一覧

ライト ベーシック 連携製品 機能 概要

● ●

PC・スマホ紛失時対応 位置情報の確認やリモートロック・ワイプをビジネスチャットから実行できます。

パスワードオフ・再設定 スマホ・タブレットに設定されているパスワードの設定をオフにしたり再設定が可能です。

管理者通知 PC・スマホ紛失時やパスワードオフ・再設定を利用者が実行した場合、管理者に通知できます。

ー ●

勤怠実績通知 残業時間、有給取得日数などを本人に通知できます。

打刻漏れ通知 打刻漏れがあった場合に本人に通知できます。

残業申請漏れ通知 残業を行ったにもかかわらず、申請をしていなかった場合に本人に通知できます。

打刻エラー勤務通知 休日を予定したが出勤して打刻があった場合などに本人に通知できます。

ー ●

当日スケジュール通知 その日に登録されているスケジュールを本人に通知できます。

ワークフロー確認依頼通知 未承認・未確認のワークフローがある場合、承認・確認担当者に通知できます。
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勤怠管理のための『効率的な勤怠管理』が実現

KING OF TIME と連携し、従業員の状況に応じて、残業の上限規制遵守や有給休暇取得を推進

KING OF TIME 上のデータをもとに通知：勤怠実績 ／ 打刻漏れ ／ 残業申請漏れ ／ 打刻エラー勤務

毎日、各ユーザーの勤怠状況に合わせて

ビジネスチャットに通知

■残業時間

実績：（今月の累計残業時間）

■有給休暇取得状況

取得日数 ：（今年の有休取得日数）

残り有休日数：（今年の残り有休日数）

「残業の申請」や「時間外労働の上限規

則」など関連する FAQ を一緒に通知！
まだ月初だけど

残業14時間超えている・・

業務調整しないと・・

※ 本機能を利用するためには、別途「KING OF TIME」の導入が必要です。
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スケジュール管理とワークフロー承認の効率化

Garoon と連携し、一日のスケジュール確認やワークフロー承認依頼を自動化

Garoon に登録されているその日のスケジュールを通知！ワークフロー承認依頼は「承認されるまで」LANSCOPE セキュリティオーディターが毎日自動で通知

ビジネスチャットが秘書！? Garoon に登録

している当日スケジュールを毎朝自動通知

■当日スケジュール通知

時間・予定

管理職に最適な自動通知！ワークフローの

確認依頼を自動通知

■確認待ち

件数・ワークフロータイトル名称

おっと！

朝イチから

会議だ！

承認されるまでワー

クフロー承認依頼し

続けなくて済んだ！
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紛失対応の自動化

LANSCOPE エンドポイントマネージャー クラウド版と連携し、ビジネスチャットから紛失時対応

LANSCOPE エンドポイントマネージャー クラウド版の管理コンソールが利用できない場合でも、

ビジネスチャットから位置情報の確認・リモートロック・ワイプを実行

紛失連絡後、デバイスを特定

STEP 1

位置情報や操作ログを確認！ 紛失対応を実施！

STEP 2 STEP 3



© MOTEX Inc. 34

2. LANSCOPE セキュリティオーディター 機能紹介

Microsoft 365 連携で実現する利用状況の見える化

システム連携でバックオフィス業務の自動化を加速

通知ボット（連絡業務の自動化）

FAQ ボット（問い合わせ対応の自動化）
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通知機能の種類

システム連携による通知のほか、管理者が設定したフリーテキストの通知を行うことも可能

システム連携による通知

通知形式
Microsoft 365 / KING OF TIME / Garoon

のいずれかと連携が必要

通知条件

LANSCOPE セキュリティオーディター・連携シ

ステムの条件による通知

例：未承認のワークフローがあったら通知する

通知時刻

LANSCOPE セキュリティオーディター が定めた

時間

（固定値）または管理者による設定

通知対象
通知対象となるユーザー または

管理者による設定

テキスト通知

通知形式 管理者が設定したタイトルや本文を通知

通知条件 管理者が設定した日付・タイミングで通知

通知時刻 管理者が設定した時間帯で通知

通知対象 管理者が設定したユーザーに通知



© MOTEX Inc. 36

定期的に通知している連絡業務をボットから本人に連絡

通知日時・期間・対象を指定して、連絡業務をボットが通知

関連する FAQ も

合わせて確認可能

自動化したい連絡業務を作成・編集。

関連する FAQ を紐付けも可能。
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通知機能の課題解決例

利用部署 管理者/利用者の課題 通知内容の例：よく使われる通知テキストはプリセットしています。

総務

【管理者】

・勤怠の打刻漏れが多く、都度従業員に連絡して打刻してもらっている

【従業員】

・日々の業務に追われて、打刻業務が後回しになってしまうことがある

朝10時までに、昨日の勤怠実績の入力をお願いします。

下記から勤怠実績の申請をお願いします。

勤怠管理：https://example.com/ 

※このメッセージと行き違いで既に提出した場合はご容赦ください。

情シス

【管理者】

・年に1回の研修を活かして、継続的にセキュリティの啓蒙活動を行う

術が無い

【従業員】

・年に1回のセキュリティ研修は受けるものの、受け終わった後に意識

することはあまりない

【セキュリティ啓発：パスワード強化と管理方法】

面倒だからと、パスワードの文字列を単純な文字列に設定した。

課長は、情報システム部門より社内システムのパスワードを変更するように

という通達を受け取った。しかし、忙しくて面倒だからと、あまり深く考え

ずに飼っているペットの犬の名前と、自分の誕生日を組み合わせた文字列で

パスワードを設定した。

下の選択肢のうち適切なものはどれでしょうか？

経理

【管理者】

・月次の精算締め日を守ってもらえない

・早めに周知して締め日ギリギリに処理が殺到するのを避けたい

【従業員】

・日々の業務に追われて、締め日を忘れてしまうことがある

交通費、出張、接待交際費、経費の精算締め日は、月末最終営業日の朝10

時までです。 締め日を過ぎたものは翌月処理となってしまいますのでくれ

ぐれもご注意ください。

下記から経費精算をお願いします。

経費精算：https://example.com/
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セキュリティ啓蒙も通知機能で！

LANSCOPE セキュリティオーディター にはセキュリティ啓蒙のための

プリセットも用意しています。

MOTEXが出版している「セキュリティ 7つの習慣・20の事例」を、

通知とFAQをセットにして一問一答形式でクイズとして通知することが

できます。

①クイズ形式で通知

②回答が記載されているFAQをクリック

③FAQで回答を確認
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2. LANSCOPE セキュリティオーディター 機能紹介

Microsoft 365 連携で実現する利用状況の見える化

システム連携でバックオフィス業務の自動化を加速

通知ボット（連絡業務の自動化）

FAQ ボット（問い合わせ対応の自動化）
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LANSCOPE セキュリティオーディター FAQ ボットの特長

繰り返される問い合わせをボットに登録し、利用者からの問い合わせに24時間365日 自動応答

１契約で最大５ボット利用可能*

稼働状況も一目で分かる

プリセット FAQ の活用で

ボット稼働まで最短30分１ 2

自動で効果測定、利用状況の

傾向を把握し、FAQデータを改善3 使われないを解消

活用促進の通知を自動化4

引っ越しする場合は引っ越し先の

住所、通勤手当申請、緊急連絡先

などの変更情報を記入して

…

「引っ越し」「申請」
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1契約で最大5ボット利用可能（ライトライセンスをご契約の場合は1ボットまで）

用途や問い合わせ内容に応じてボットを使い分けることができます

情シス・総務ボット

Microsoft 365 の活用状況把握

情シスからの定期的な連絡を自動通知

FAQ を登録し問い合わせ対応を自動化

商品問い合わせボット

自社製品を担当するマーケティング

部門でも、営業担当からの問い合わ

せを自動化したい！
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プリセット FAQ の活用でボット稼働まで最短30分

ボットの作成から LANSCOPE セキュリティオーディター との連携まで

誰でもカンタンに運用に必要な設定を実施できます。

手順に従って必要

な情報をフォームに

入力するだけ！

ボットを作成し、
LANSCOPE セキュリティオーディターと

連携

STEP1（20分）

ユーザー登録を実施

STEP2（5分）

プリセット FAQ を公開

STEP3（5分）

Step1
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プリセット FAQ の活用でボット稼働まで最短30分

ボットを利用するユーザーがビジネスチャットから「ユーザー登録」を行い完了です※

Step2

利用者

▼ユーザー登録

下記リンク先でパスコードを入力し、

ユーザー登録してください。

パスコード：9445

http://sample.syncpit.com/

ユーザー情報入力フォーム

名前

メールアドレス

電話番号

キャンセル 確認する

ユーザー登録

STEP1（20分）

※ 管理コンソールから管理者が一括でユーザー登録することも可能です。

ボットを作成し、
LANSCOPE セキュリティオーディターと

連携

ユーザー登録を実施

STEP2（5分）

プリセット FAQ を公開

STEP3（5分）
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プリセット FAQ の活用でボット稼働まで最短30分

ボットを動かすため、あらかじめ プリセットされている FAQ を一括公開します。

Step3

※ 管理コンソールから管理者が一括でユーザー登録することも可能です。

テストで利用する

FAQ を一括で公開

STEP1（20分）

ボットを作成し、
LANSCOPE セキュリティオーディターと連携

ボットを作成し、
LANSCOPE セキュリティオーディターと

連携

ユーザー登録を実施

STEP2（5分）

プリセット FAQ を公開

STEP3（5分）
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3STEP の初期設定・最短30分でボットの稼働が開始します！

プリセット FAQ を公開し、すぐにボットが稼働します！

自社の運用に合った FAQ データを作成・整理する前に FAQ ボットの使用感を試すことができます。
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FAQ データの作成

FAQ データを作成する際、QA のナレッジの有無を確認！

ナレッジが無くても LANSCOPE セキュリティオーディター なら運用できます。

社内に QA のナレッジがない 社内に QA のナレッジがある

事前準備 目的・体制・スケジュールを決める

FAQ 作成 FAQ 作成のための「ネタ」を集める

整理 作成した FAQ をカテゴライズするなど整理

改善
タイトルや内容で利用している文言の調整

など改善

事前準備 目的・体制・スケジュールを決める

整理 QA のナレッジをカテゴライズするなど整理

改善
タイトルや内容で利用している文言の調整

など改善

社内に QA のナレッジが無い、初めて

チャットボットを利用する方のために、

ポイントをまとめたホワイトペーパー

もご用意！

社 内 に あ る ナ レ ッ ジ を 活 用 し て 、

LANSCOPE セキュリティオーディター

を運用する際におさえておきたいポイ

ントをまとめたホワイトペーパーをご

用意！



© MOTEX Inc. 47

FAQ データの作成

ナレッジが無くても安心！LANSCOPE セキュリティオーディター は

150以上のよくある問い合わせをプリセット。

プリセットの FAQ を「タタキ」にして、より効率的に FAQ データを整備できます。

利用者への

公開可否を設定

回答内容も

プリセット
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FAQ データの構成は「タイトル」「本文」「関連するリンク」

①

②

① タイトル キーワードを用いて検索した際に、返答される選択肢のタイトルです。

② 本文 表示された選択肢を選択すると、ボットから本文が表示されます。

③ 関連するリンク ② の本文に紐づけて関連するリンクを表示します。関連するリンクの設定は任意です。リンクは［リンク管理］から一覧で管理できます。

④ 承認/公開 作成した FAQ は承認・公開ともに行われている状態で、利用可能となります。

④

③

FAQ データの作成
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自動で効果測定、利用状況の傾向を把握し、FAQデータを改善

ボットの利用状況を見える化し、改善できるダッシュボード機能！

問合せに繋がった＝解決できなかったので、情シス・総務担当者が対応したFAQの見直しに活用できます

問い合わせにつながった（解決

できなかった＝人が対応した）

FAQ は内容の見直し！

実際に削減できた時間を把握し、

費用対効果を「見える化」！

※ CSV ファイル上で、ユーザーが利用した検索キーワードの抽出、選択したコンテンツ（FAQ/ガイド）を確認できます。
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使われないを解消 活用促進の通知を自動化

よく利用されている FAQ を利用者に自動通知！FAQ の利用促進を管理者に代わってボットが対応！

これ調べてみよう！
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3. ご検討のお客様向けコンテンツ
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ご検討中のお客様向けコンテンツ

安心してご導入いただけるよう、さまざまなコンテンツをご用意しています。

お申し込みは LANSCOPE セキュリティオーディター 製品サイトより可能です。

オンライン相談

お客様の自席で管理コンソールや

ご提案資料をご覧いただきながら

製品をご紹介致します。

60日間無料体験

導入前に LANSCOPE セキュリティオーディター

の機能や操作感を60日間無料で体験できます。

無料体験期間中もサポートセンターを

ご利用いただけます。

資料ダウンロード

導入をご検討いただく際に

参考となる各種資料を

ダウンロードできます。

簡単お見積

お客様の導入構成に合わせて

価格をご確認いただけます。

https://www.syncpit.com/
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自席から視聴可能！大好評のオンラインセミナー

Microsoft 365 連携機能・チャットボット活用のオンラインセミナーをご用意！

LIVE 配信！毎月開催

Microsoft 365 活用における情報漏洩対策

オンデマンド形式

チャットボット活用セミナー

FAQ チャットボットの運用の課題、事例から見る

成功と失敗のポイントなど、全7シーンで徹底解

説！お申込みいただければ、期間限定でいつでも

何回でもセミナー動画が閲覧ができる「オンデマ

ンド配信サービス」です。

Microsoft 365 連携機能で実現する、クラウド

サービスの活用促進が進む組織の情報漏洩への具

体的な対策方法を製品のデモンストレーションを

交えながらご紹介します。
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よくあるご質問

・ログの取れない操作、アプリは？

Teams のチャット履歴、 Exchange Online 、 Power 系自動化アプリなど（ Azure AD 、 OneDrive 、 SharePoint 、 Teams 以外）のログは取得できません。

・ログの保存、および検索可能な期間は？

当日を含めた直近90日間可能です。

・ログの同期タイミングは？

Microsoft 365 監査ログが反映されるまでサービスや機能によって、 最短30分または最長24時間かかる場合があります。

詳しくは Microsoft 365 のサイト（https://docs.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/compliance/search-the-audit-log-in-security-and-

compliance?view=o365-worldwide ）を参照ください。LANSCOPE セキュリティオーディター は Microsoft 365 の処理が完了してからログを取得し、

ログ加工・集計をおこなっています。

・利用可能なライセンス上限数は？

利用する機能により上限数が異なります。

＜Microsoft 365 連携機能＞

1社（契約）に対するユーザー上限数は、3,000ユーザーです。

※3000ユーザーで利用した場合、 SYNCPIT 管理コンソール上のログ検索結果の表示が遅い場合があります。

＜チャットボット機能＞

1ボット/テナントに対するユーザー上限数は、10,000ユーザーです。1社あたりのボット作成数の上限は5個のため、最大で50,000ユーザーまでです。

・ライセンスの最小契約数は？

1契約あたり5ライセンスが最小です。追加の場合は1ライセンスからご購入いただけます。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/compliance/search-the-audit-log-in-security-and-compliance?view=o365-worldwide
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・記載の会社名および製品名・サービス名は、各社の商標または登録商標です。

・MOTEX はエムオーテックス株式会社の略称です。

製品に関するお問い合わせ

■ 営業本部

大阪本社 06-6308-8980

東京本部 03-5460-0775

名古屋支店 052-253-7346

九州営業所 092-419-2390

E-mail sales@motex.co.jp

サポートセンター 0120-968995 （携帯・PHSからは06-6308-8981）

お電話受付時間 9:30～12:00/13:00～17:30（平日、祝祭日除く）

Email お問い合わせ support@motex.co.jp

ご導入後の製品利用に関するお問い合わせ

mailto:sales@motex.co.jp
mailto:support@motex.co.jp

